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別紙７ 津波浸水深 

 

１ 耐津波関連業務の変遷 

市における主な耐津波関連業務の変遷を以下に示す。 

 

 H25：大分市公共下水道 水資源再生センター耐震・耐津波対策基本計画 

 H27：大分市の下水道施設における津波対策に関する共同研究 

 

津波関連業務としては、平成 25 年度に策定した「水資源再生センター耐震・耐津波対策基本

計画」において、市が所管する下水道施設全体の耐震・耐津波対策の基本方針を定め、平成 27

年度には「大分市の下水道施設における津波対策に関する共同研究（H27）」を実施し、最大クラ

スの津波発生時における下水道施設の津波浸水深等について検討を行っている。 

 

２ 大在水資源再生センターの津波想定 

(1) 津波の流れ 

平成 27 年度に実施した「大分市の下水道施設における津波対策に関する共同研究」の津波

解析より、大在水資源再生センターには北側から津波が押し寄せる結果となっている。 

 

図－１ 津波の流れ 
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(2) 基準水位の設定 

大在水資源再生センター場内における各地点の想定津波と浸水深さを下記に示す。 

 

表－１ 大在水資源再生センター津波浸水深 

 

 

津波解析により想定される計画浸水深より、今回対象とする津波浸水深は、場内において

最大となる津波浸水深である「4.5m」とする。 

 

表－２ 最大津波浸水深 

水資源
再生センター

計画浸水深
せき上げ考慮

(m)

代表地盤高
(T.Pm)

基準水位
(m)

備考

大在 4.5 3.00 7.5
「大分市の下水道施設における津波
対策に関する共同研究」における水
処理棟の想定浸水深

※1)せき上げ：衝突する津波の水位の上昇
※2)基準水位：せき上げ+必要と認められる数値
※3)代表地盤高：竣工図等に記載されている各施設の計画地盤高さ
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(3) 津波波力について 

大在水資源再生センター場内における各地点の津波波力を下表に示す。 

場内で発生する最大波力は、汚泥処理棟および機械濃縮棟の 99.3kN/m である。 

 

表－３ 大在水資源再生センター津波波力 

設計用
浸水深
μmax

流速
umax

波力

(m) (m/s) (kN/m)
管理棟 第一波以降 4.2 -0.29 − 86.5
沈砂池ポンプ棟 第一波以降 4.2 0.26 − 86.8
水処理棟 第一波以降 4.3 0.04 − 90.8
汚泥処理棟 第一波 3.0 0.67 1.5 99.3
機械濃縮棟 第一波 3.0 0.28 1.5 99.3
汚泥濃縮タンク 第一波 3.3 0.18 1.5 77.5

施設 建物名
波力最大と
なる状態

水深係数

大在水資源
再生センター

※1 設計用浸水深：建物等に作用する波力算定の基準となる水深。津波のせき上げは考慮しない水深を用
いる。
※2 第一波以降に波力最大となる場合、水深係数を用いない式により波力を算出するため、水深係数は未
記載とする。

 

 


